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 会 長 講 演 看護の政策過程 －占領期の看護改革を振り返って－
  田中 幸子   東京慈恵会医科大学  医学部看護学科
 特 別 講 演 データを紡いで社会につなぐ、記憶を伝えるデジタルアーカイブス
  渡邉 英徳   首都大学東京システムデザイン学部  准教授
 シンポジウム 准看護婦（師）制度の政策過程を考える
  シンポジスト ：似田貝 香門   東京大学  名誉教授
    野村 陽子   岩手医科大学  教授
    林　 千冬   神戸市看護大学  教授
  指定討論者 ：中島 幸江   全国准看護師看護研究会　会長
 教育講演 Ⅰ オーラルヒストリー・メソッドが拓く歴史研究の可能性
  梅崎 　修   法政大学キャリアデザイン学部  教授
 教育講演 Ⅱ メアリー・E・リードと慈恵の初期看護教育
  芳賀 佐和子   東京慈恵会医科大学  客員教授
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